
平成 19 年度第 4 回丸子地域協議会会議次第

平成 19年 7月 19日(木) 13:30～

丸子地域自治センター 4階講堂

１ 開 会

２ あいさつ

３ 報告事項

（１）教育委員会からの報告事項

４ 会議事項

（１）自治センターだよりについて

（２）地域まちづくり方針案

「自然環境の保全と人々が共生できる地域づくり」について

（３）その他

５ そ の 他

６ 閉 会
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丸子地域まちづくり方針案の具体的内容の検討について（案）

１ 進め方

・ 丸子地域のまちづくり方針について項

目を絞り、グループ分けして同じ項目を

検討することを確認。

・ 話し合いのルールづくり(次ページ参照)
・ 2グループに分ける。(1グループ10名)

・ 取りまとめ責任者を選出。

・ 話し合いのルールにより話し合い。

項目に対する「地域の課題」「問題点の

分析」「目標を整理」について自由な発

想により発言。

・ 記録者は、取りまとめ責任者が指名する。

話し合った結果事項のみ最終的に記録

する。

・ 必要に応じて、住民(まちづくり団体等を
含む)や議員と意見交換も考えられる。
・ 内容により、担当課の出席や資料提出も

検討。

・ 責任者を中心に意見を取りまとめ。

・取りまとめた意見を全体会へ提案。

● 地域協議会では･･･提案のあった案件について協議。

④⑤⑥を繰り返しながら協議会の意見

としてまとめる。

市へ協議会として意見を提出。

●事務局は･････････会場の手配、連絡調整を行う。

2 開催日程
地域協議会の開催に合わせての実施とし、月1回開催を基本する。

＜注＞平成20年度に予定する事業に関しては、平成19年11月中旬までに取り
まとめる必要があります。
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②グループ分け

③責任者選出

④話し合い

⑥全体会へ提案

⑤取りまとめ

①検討内容の絞込
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話し合いのルール検討資料［他地域の例］

●「中信地区ごみ減らし討論会」4つのルール
① 自由に発言できる。

② 発言はあくまで個人の見解。所属団体の見解とはしない。

③ 議論はフェアブレーの精神で。特定の個人、団体を非難しない。

④ 実証的データを尊重し、問題の所在を明確にした上で合意を目指す。

●「都・多摩地域の自然環境を考える研究会」3つの原則、7つのルール
3つの原則 7つのルール

自由な発言 ・参加者の見解は、所属団体の公的見解としない。

・特定個人、団体のつるしあげはしない。

徹底した議論 ・議論はフォアプレーの精神で

・実証的なデータを尊重

合意の形成 ・問題の所在を明確にした上で合意を目指す。

・対立中の問題は、客観的な立場で事例として扱う。

・長期的、短期的な取り組みを区分し、実現可能な提

言を目指す。



項　　目 理由(補足すべき理由）

依田川・内村川の環境整備

休耕田の整備、再利用。山林とその周辺の畑の整備。

依田川・内村川のアレチウリ除去。森林・里山の整備 千曲川上流に住む人は環境保全に努める義務があると考
えています。

里山の再興。地域の自然を守る。 住民提案型事業で取り組む・というような本当に地域活性化
を利用したものになり、住民皆で取り組む事ができるもの。

森林や里山の保全

内村川・依田川の環境整備、里山の整備 自然環境、景観保全が必要

里山、里川　保全

バイパス道路完成の後の環境整備 道路にそって樹木を植える。(周辺の土地のものパフォーマ
ンスUP)

子どもたちを守り育てる環境づくり

次世代を担う子ども達を安心して産み育てられる環
境、地域ぐるみで子ども達を守り育てる環境づくり

次世代を担う子ども達を安心して産み、育てられる
環境整備、守り育てる環境づくり

将来に向けての人材育成を重点施策として地域の共通のコ
ンセンサスとすべきであると考えます。子どもがより良く成育
する環境が整っている所に移り住む傾向があると聞いてい
ます。具体案を出し合い、検討する必要がある。

子育て支援の充実 青少年犯罪の凶悪化・増加を考慮した上でのハート・ケア

地域ぐるみでの子育て

安心できる出産施設 産院

一体感あるコミュニティづくり　市民協働 住民自治条例づくりへの参画も必要

市民と協働による地域づくり 次世代を担う子ども達の育成を考えた地域のコミュニケー
ションづくりが必要。

地域(自治会)の取組み

幼稚園・保育園の充実、病院・学校等の地域ぐるみ
での祭事、運動会等の協働

のどかな町づくり

誰れもが住んでみたい、住んでよかったという地域にする必
要がある。

自然
環境

子育て

市民
協働

自然環境の保全と人々が
共生できる地域づくり

共通

　　まちづくり方針案の検討すべき内容に関するアンケート（自然環境の保全と人々が共生できる地域づくり）

分類丸子地域まちづくり方針
　●優先して検討すべき具体的内容
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平成19年7月8日
丸子地域協議会

会長 片桐 久 様

丸子地域協議委員

今後協議会として審議すべき事項について（意見）

下記事項について、丸子地域協議会として審議され関係機関に意見具申等を行

い、丸子地域の生活基盤の確立を図る。

記

１．上田市廃棄物審議会の答申内容の検討

①資源物の回収方法の統一②集積所ゴミ回収方法の統一③ゴミ指定袋の統一

④資源回収庫、ゴミ集積所の設置方法の統一

内容が、従来丸子地域で行っている方法から後退するものであり、回収方法も

コストアップになりビン類等も集積所から回収庫に変更する等高齢化が進行する

中配慮にかけている。⇒丸子ルールが定着して浸透してきた、審議を図りコストア

ップ等を解消したい。

２．防犯灯補助の変更

従来丸子地域は、全額補助されてきたが旧上田市の「2分の1以内」に統一する
方針となり今後負担増となる。⇒6月議会でも取り上げられたが、旧市の基準に
則ってが前提となっている。防犯灯の設置要望が多く通学路、共通道路等の扱い

も検討しなくてはならない。

３．丸子地域所属の防犯協会の組織について

丸子地域は依田窪防犯協会連合会の管轄下にあったが、合併に伴い上小防犯

協会連合会管轄下の上田市防犯協会に組織統合されたが、従来の上田警察署、

丸子警察署が従来組織なため、縦割り組織のまま上小・依田窪両防犯協会連合

会に所属している。警察署再編等が伴うが将来展望を含め丸子地域としてどのよ

うにすべきか意見をまとめる必要がある。

以上


